
 
     

 
梅
と
い
う
文
字
と
女
性 

 

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
千
五
百
年
前
、
『
春
秋
左
氏
伝
』

に
よ
れ
ば
中
国
の
魯
国
哀
公
十
六
年(

紀
元
前
四
七
九
年)

四

月
十
一
日(

太
陽
暦
三
月
九
日)

。
に
、
「
孔
丘(

孔
子)

、
卒
ス
」

と
あ
り
、
こ
の
年
、
中
国
の
思
想
家
で
、
『
論
語
』
で
も

有
名
な
儒
教
の
祖
、
孔
子
こ
と
孔
丘
仲
尼
が
逝
去
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
孔
子
が
ま
と
め
た
、
中
国
最
古
の
詩
篇
『
詩
経
』

の
中
に
「
標
有
梅(

正
式
に
は
摽
有
梅
・
漢
字
変
換
の
都
合
で
標
有

梅
と
し
ま
す)

」
と
い
う
詩
が
あ
り
、
こ
れ
が
梅
の
文
字
の

初
見
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
標
有
梅
と
い
う
詩
が
ど

の
よ
う
な
詩
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
様
々
な
説
が
あ

り
ま
す
が
、
概
ね
、
女
性
の
婚
期
に
関
す
る
詩
で
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
明
治
時
代
の
作
家
、
海
音
寺
潮
五
郎
氏
の

訳
に
よ
れ
ば
、 

 

標 

有 

梅
・
・
・
梅
落
ち
て 

其
實
七
兮
・
・
・
残
る
は
七
分 

求
我
庶
士
・
・
・
私
を
欲
し
い
と
思
う
な
ら 

迨
其
吉
兮
・
・
・
吉
日
を
選
ん
で
申
さ
れ
よ 

 

標 

有 

梅
・
・
・
梅
落
ち
る
こ
と
し
き
り 

其
實
三
兮
・
・
・
の
こ
る
は
三
分 

求
我
庶
士
・
・
・
私
を
欲
し
い
と
思
う
な
ら 

迨
其
今
兮
・
・
・
今
日
す
ぐ
に
し
て
お
く
れ 

 

標 

有 

梅
・
・
・
梅
落
ち
つ
く
し 

頃
筐
取
之
・
・
・
小
が
た
み
に
拾
う 

求
我
庶
士
・
・
・
私
を
欲
し
い
と
思
う
な
ら 

迨 

其 

謂
・
・
・
今
す
ぐ
に
声
か
け
て 

 
 

と
あ
り
、
婚
期
に
焦
る
女
性
を
歌
っ
た
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
梅
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
梅
田

操
氏
は
、
こ
の
「
標
」
は
、
落
ち
る
で
は
な
く
、
「
抛
」

の
字
の
意
味
で
、
標
有
梅
を
、
女
性
が
「
梅
の
実
を
投
げ

つ
け
」
と
読
ん
で
お
り
、
古
代
の
母
系
社
会
で
は
、
女
性

が
梅
の
実
を
好
き
な
男
性
に
投
げ
つ
け
て
愛
情
を
伝
え

る
「
抛
梅
求
婚
」
の
風
習
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
標
有
梅

は
女
性
か
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
詩
と
し
て
い
ま
す
。
現

に
梅
の
原
生
地
で
あ
る
中
国
雲
南
の
少
数
民
族
で
あ
る

摩
梭
人
は
女
性
優
位
の
社
会
で
あ
る
事
か
ら
、
女
性
が

梅
の
実
を
投
げ
て
男
性
に
求
婚
す
る
と
い
う
風
習
は
可

能
性
と
し
て
あ
る
よ
う
で
す
。 

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
梅
と
い
う
漢
字
そ
の
も
の
も
髪

飾
り
を
し
た
女
性
を
あ
ら
わ
し
た
会
意
形
声
文
字
で
あ

り
、
歴
史
的
に
も
梅
と
女
性
、
そ
し
て
恋
愛
は
深
い
縁
が

あ
る
よ
う
で
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
十
年 

早
い
も
の
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
十
年
の
月
日
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

当
時
、
上
皇
陛
下
は
「
被
災
し
た
各
地
域
の
上
に
こ
れ
か
ら

も
長
く
心
を
寄
せ
，
被
災
者
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
復
興

の
道
の
り
を
見
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
」
と
仰
せ
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
当
宮
で
は
今
後
も
義
捐
金
活
動(

泥
棒
被
害
防
止
の
為
、
御
旅

社
で
土
日
限
定)

を
通
じ
、
被
災
地
へ
の
支
援
を
続
け
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
の
程
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

御
朱
印
に
つ
い
て 

今
月
号
執
筆
時
点
で
は
、
二
月
末
日
を
も
っ
て
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
る
方
針
と
の
事
で
、
予
定
通
り
解
除
と
な
り
ま
し
た
ら
、
茶
屋

町
の
御
旅
社
に
お
い
て
御
朱
印
帳
へ
の
直
書
き
も
再
開
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
お
受
け
渡
し
の
際
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
ご
協
力

は
引
き
続
き
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

御
旅
社
お
み
く
じ
機
の
故
障
に
つ
い
て 

先
月
、
茶
屋
町
の
御
旅
社
の
お
み
く
じ
機
が
故
障
し
、
百
円
硬
貨
を

投
入
し
て
も
お
み
く
じ
が
出
て
来
な
い
と
い
う
事
案
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
機
械
自
体
は
既
に
修
理
し
ま
し
た
が
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
ご

参
拝
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
も
し
、
先

月
お
み
く
じ
が
出
て
来
な
か
っ
た
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
当

日
の
状
況
を
確
認
出
来
る
写
真
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
な
ど
を
ご
提
示

頂
け
ま
し
た
ら
返
金
処
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
ご

連
絡
下
さ
い
ま
せ
。 

 

 

今 

月 

の 
暦 

              

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 
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Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
一
九
二
号 

 

 

綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

【
祭
礼
】 

         

【
節
気
】 

      

【
雑
節
】 

      

【
大
安
】 

   

【
祝
日
】 

   

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

菜
の
花
、
山
菜
類
、
ひ
じ
き
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
空
豆 

[

果 

物] 

イ
チ
ゴ
、
キ
ウ
イ
、
中
晩
柑
橘
類
、 

[

魚
介
類] 

ホ
タ
ル
イ
カ
、
タ
イ
、
ハ
マ
グ
リ
、
ニ
シ
ン
、
イ
カ
ナ
ゴ 

[

そ
の
他] 

菜
の
花
、
ツ
ク
シ
、
牛
乳
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム 

 

上
巳
祓(

三
日)…

神
事
の
み 

ひ
な
ま
つ
り 

春
季
皇
霊
祭(

廿
日)…
神
事
の
み
。
祖
先
崇
拝
。
豊
穣
祈
願 

菜
種
御
供(

廿
五
日)…

神
事
の
み 

御
旅
社 

  

啓
蟄(

五
日)…

冬
籠
り
の
虫
が
目
を
覚
ま
す
頃
。
菰
焼
き 

春
分(

廿
日)…

昼
夜
等
分
の
候

 

  

春
の
社
日(

廿
一
日)…

産
土
神
を
詣
で
る
。
ボ
ケ
封
じ
の
御
縁
日 

春
の
彼
岸(

三
月
十
七
日
～
三
月
廿
三
日)  

お
墓
参
り 

旧
初
午(

廿
三
日)…

旧
暦
の
お
稲
荷
さ
ん
の
縁
日
。
商
売
繁
盛 

  

三
月
六
日
、
十
二
日
、
十
六
日
、
廿
二
日
、
廿
八
日 

   

春
分
の
日(

廿
日) 

   

雑
感 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
も
抑
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
先

月
、
変
異
種
が
大
阪
で
も
確
認
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
油
断
は
出
来
な
い
状
況
で
す
。

引
き
続
き
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
を
し
て
、
感
染
拡
大
防
止
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 


